
第７回縄文遺跡群世界遺産専門家委員会
議事概要

１　開催日時
令和７年９月４日（木）　９時３０分～１１時３０分

２　会　　場
ホテル鹿角　１階グランドホール「天翔」

３　出席委員
稲葉委員長、西村委員、根岸委員

４　出 席 者
文化庁文化資源活用課鈴木調査官
縄文遺跡群世界遺産協議会広域委員・管理委員

５　概　　要
[bookmark: _Hlk216697067]（１）縄文遺跡群の来訪者数について【資料１】
　　　事務局から説明後、質疑・意見等を受ける。
　○（鈴木調査官）
来訪者数よりも来訪者動向（満足度・滞在時間等）や、その結果を踏まえてどうするつもりな
のか、というところが知りたい。次回の委員会で報告するということなので、今回、意見はな
い。　
○（稲葉委員長）
大平山元遺跡の来訪者数の増加（令和５年度から令和６年度で来訪者数が３倍増加）はガイダ
ンス施設の整備が済んだからということか。
　→【外ヶ浜町】
おっしゃるとおり、令和６年度に大平山元遺跡展示施設むーもん館がオープンし、遺跡や遺物
を見てもらう環境が整ったことによって、来訪者数が増えたと考えている。
○（稲葉委員長）
三内丸山遺跡以外も来訪者数が伸び、数が維持されているのは良いことであり、世界遺産登録
の効果があったと思うが、縄文遺跡群全体を回るコース設定をどうするかということや、それ
に対して県や市町の観光課にどういう貢献・参加をしてもらえるかということはずっと課題だ
ったように思う。次回の委員会では、縄文遺跡群を周遊させるための工夫や対策について話し
てほしい。

（２）各自治体における遺産影響評価の取組状況【資料２】
　　　※以降、非公開
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